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病原真菌研究部門 系統 ･ 化学分野
(Departrn ent of Pathoge nic Fungi, Divisio n of P hylogerletics)
亀井克彦は平成9年度則通関発研究軽部 こともTj:う文
部省在外研究且として, 平成10年1月10日から3月10l.]
ま で か)フ ォ ル エ ア 医学研究所 ･ サ ン タ ク ラ ラ バ レ ー 医
療 セ ン タ - 一 感染症科(ス タ ン フ ォ ー ド大学) に派過され
た. ま た, 研究支援推進艮と して 昨年度に統轟, 加拍曙
夫が採IpfJされ∴=;ri に南棟保存解凍の確立に虞献して いる.
外国人研究者として. 中国か ら王 文部(W ang We nli,
北京医科大学第一- 医院皮膚科鱒師) が来日 し, ｢Cbn-
dida alblc a nsの弗剤抵抗性の分子メ カ ニ ズ ム+ の 研究
題目にて研究を行 っ て い る (平成10年9月1 日から平成
11年5月31日). 医学研兜科大学院で は, 4年次大学院gl
L
.
で あ る王 凝 (W a ne Li) が研究発表を好評の うちに
終アし, 8月 の卒業を待 つ の みとな っ た . 委託研究生 と
して は､ 高橋容子医師(君津中央病院皮膚科) が引き続
き在籍し, 研究に従事して い る.
昨年度から開始された医学部4年次の 基礎配属として
2名を受け入れ, 基礎的な医学研究の実習を行 っ た.
研 究概要
研究業績の 概略は以下の とおりで ある.
1 . CTry ptococ c u8 ne OfoT･m a nS Va r. n e OfoT･TnanS お よ
び var. gattliの病原性に関する研究
C. n e ofor m a n svar. ne ofoT･Tn a n S(C N N) および C.
nc o/orT n a n S V AT. ga はl(C N G) の 抗真蘭剤に 対す る
感受性を, 新規 azole剤v oric on a zoleおよぴfhlCO n aZ Ole
を用い て検討した. そ の結果, voricon 且ZOle はい ずれ の
菌種に もflucon azole の約10倍の 抗菌力を示す こ とが 明
らかとな っ た. さ ら に ヒ ト血清と抗真菌剤との 相乗作用
を検討すると, C N Nが ヒ ト血清に よ っ て 発育抑制を受
け, さ ら に a zole剤 の添加に よ っ て相乗的に障害を受け
るの に対し, C N G は抵抗性を示した. C N G は健常人 に
感染する高い病原性を持 っ て い る こ とが知られて いるが,
ヒ ト血清に対する抵抗性がそ の 一 因とな っ て る可能性が
示された.
2 . Cu n ningham ella bet. holle ぬ e感鞄症に関する研究
Ernerging pathogenの
- つ で あるC. beT･thouetla eを
馴 ＼て マ ウ ス の肺感熱モ デ ル を作戦し, その病理組織学
的検索から, 同繭に よる激しい 血管俊鍵とそれ に伴う肺
胞出血が本繭の病原性におい て 蟹要な役割を演じて い る
ことを示した, ま た, こ の モ デ ルを用いた治療夷験に て,
本薗感鞄症の 治療における goldBta ndard とされて き
た a mphot¢ricin Bが, 不十分な効果しか示さない こと
が明らかとなり, 新たな治療指針の焼酎の必単性が示さ
れた. さら に木蘭感穀症に温められる健差 (男性優位)
の槻序を検討するため, in vitroで性ホ ル モ ン が木蘭の
成長に考える影噂を検討し, estr8diolが示す本帝の 成
長抑制作用が, 性差の原因とな っ て い る可能性を示した.
8. チ ト ク p - ム b遭伝子による病原其園の 同定及び系
統関係の解析
これまで の 主要なア ス ペ ル ギル ス属の病原菌に引垂続
き, 本年は皮膚糸状菌, 病原性ア ス ペ ル ギ ル ス の近縁菌,
病原性 ペ ニ シ リ ウ ム病菌及び近縁艶 黒色兵乱 一 部の
酵母の チ ト ク ロ ー ム b漣伝子の解析を行っ た.
AspeT
･
gillus sectio nFla ui は, 工業的に も医学, 負
品衛生学の 面からも重要な薗樺香合むグル ー プであるた
め, 同定分類におい て様々な問題を含み, 種の 概念も流
動的で あり, 親在で も同定され た菌株に混乱がみられる.
ま た, Aspe71gillu 8 Sectio n N igri は, 病原其薗, 植物
病原菌, 発酵菌を含む貴賓な蘭群であるが, や はり分構
はまだ流動的である. 更に, 形感的特徴の少な い黒色真
菌は病原菌として重要 な FoTLS e C ae , Ex ophiala, Phla-
lophora. Ctadophialopho T
･
a . Ho rtaea 属の 不完全菌門
菌を含み, 分生子形成法を基準として分類命名され て い
る. 政膚糸状菌の完全型と不完全型の系統関係は未だに
解明されて い な い . こ れ らそれぞれ の菌群は, チ トク ロ ー
ム b適伝子の塩基配列から, 幾つ か の D NA タイ プ に分
類でき, こ れから推測される ア ミ ノ 酸配列から系統関係
を明らかにする ことが で きた. 更 に , 分塀上の 混乱を見
事に解決する ことが で きた . 酵母の チ ト ク ロ ー ム b遺伝
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子の解析は, 始ま っ た ばかりであるが , 子嚢菌系酵母と
され
■
て い る酵母 比 一 つ の ク ラ ス タ ー を形成すると共に,
担子菌や接合菌と共 に子葉菌類と は進化の 早い時期に分
岐した可能性を示した. 以上 の結果か ら, 我 々 の解析し
たD NA配列 は, 真南の同定や系統関係の 解析 に応用 し
うるもの である ことを示した.
4 . C¢乃d 地･albican sの分子細胞学的研究
二形牲を示す C. albicom 8札 病原性発現機構と形態
変換髄の 関係を解明する 一 つ の モ デ ル で あると考えられ
多くの研究者の 注目を集めて い る. 我 々 は既 に細胞内小
器官で ある微小管と微細扱椎の形態変換に おける役割を.
明らかに した . 更 に, 細胞外pE がこれらの変化に 強い
影響をもたらす こ とか ら, 生育及 び菌糸形成 に及ぼ す
Na十 及 び K＋ の影響と細胞内pH の調節 と の 関係を調 べ
た. そ の結果, a. albic aTLS の 発芽管形成を Na
十 が抑制
し, K
十
に よ っ て 抑制濃度を引き上げる ことが で善, 更
に飢餓処理 に より同様 の効果がえられ , Na
' の 生育抑
制に対 して 抵抗性を示した こ とか ら, 各種ポ ン プ に よる
Na ＋ 及 びK ' 細胞内のイ オ ン濃度の バ ラ ン ス が発芽及び
出芽成長 に影響するこ とが示唆され た.
5 . Schizophyllz m c oTT m u ne の ミ ト コ ン ド
1) ア I)N A
に 関する研究
担子菌類にお い て は ミ ト コ ン ド リ ア D N A 杜母性遺伝を
する ことが知 られて い る. mtD N AをR F L P(r e strictio n
fragm entle ngth polymo rphi8n) の 手法を用い て 癖析
し, 患者か ら繰り返 し分離さ れ た交配型 の 異 な るS･
c oTnTTL u TLe が同 一 享実体由来であるか どうかを確認した.
s. co Tnl n u ne は細胞外多糖体 を多く産生 する た め に
mtDN Aの抽出の 際に こ の多糖体が妨事物質となり, こ
の間題を解決する ことが重要諌題で あ っ た. 最終的に多
■糠体を多く含むと･され て い る植物細胞か ら の抽出方法を
利用する ことで概ね解決することが で きた. す なわち,
多糖体を特異的に吸着する捌旨を用い て分離する こと で
D N A産物 へ の不純物の 混入を軽減する ことが で きた .
そ の結果同 一 患者から繰り返し分離されたS. colt - u ne
は別 の子実体に由来する ことが判明した.
6 . 黒色真菌に おける分子系統分現学的研究
phialophoT
.
a 属 , Cladosporiu Tn属 , Fonce c ae a
pedroso ほ ど の黒色真菌を対象 とした18SrD N Aに よ
る系統発生学的研究におい て, 病原性菌の独白の 系統位
置また ユ ビ キノ ン シ ス テ ム と の相関性を新た に見い出し
た (真菌感卓払 生態分野との共同研究).
7 . 皮膚糸状菌及びその閑適菌における系統分塀学的研
究
皮膚糸状菌及び関連菌が分構 される fami1y Arthr D･
der matace &8(ord8r Ony gen ales) の ユ ビ キ ノ ン シ ス テ
ム が, Q- 9 を主 エ ビ キ / ン とす る例外の な い 均
一 な系
で ある ことを見い出した. 系統学的研究で は5.8 Sを含
むITS領域の塩基配列につ い て解析し, これら薗轍の生
態学的特性を反映 した系統関係, また M Icr osporLEm 腐
菌の独立する系統関係などの 知見が得られ つ つ ある .
(実菌感取分野との 共同研究)
8. RA PI)法を用い た皮膚糸状菌の 分子系統分轍学的
研究
R A P D法を適用し, T. m c ntagT･OPhytes及びT. to n-
s u r a n sを他の 皮膚糸状菌か ら故別可能な prime r系を見
い出し, さら に別 の prim er で は T. m e ntagrop ytesの
ヒ ト分離株と動物分離株の 漁別を可能に した. R AP D
増幅産物の検出法として, 新た に キ ャ ピ ラ リ ー 電気泳動
汰 (CE) に つ い て従来の ア ガ ロ - ス ゲ ル 電気泳動 ･ エ
チ ジ ウ ム ブ ロ マ イ ド染色法との 比較を行い , CE法の 高
分解能 高分離髄また簡便性を指摘し, ひ い て は高精度
の系統樹作成に つ ながる こ とを見い出した (真菌感染分
野との共同研究).
9 . Gym n o asc a8 eaeに関する系統分類学的研究･
カ ナ ダア ル パ - タ大学Dr . Currah との order Ony ge-
n ale白歯に関する共同研究にお い て は, 土壌 より分離 さ
れた裸子義菌科 Gym n o asc ase ae を中心に , エ ビ キ ノ ン
シ ス テ ム 及び18SrD N A等を持壊 と した化学分頬 ･ 分
子分類学的研究を行い , 興味ある結果を得た (轟菌感染
分野との共同研究).
原著論文
1)T. M uraya ma,
Wata n abe, T.
E. Ka mei, a ,
1e 昌io n BdlletO
patient with
氏. A mita hi, K . Ts uyugtlChi, Ⅰ.
Kim oto, K. Sll Zllki, E. Tallaka,
Nishim u r 且 :Poly poid bron chial
Scedospo riu m apio spe rTn uTn in i
Mycoba cteT
.iu T n qUlu m c o mple x
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ptl m o n a ry di昌eaS e.
198.
Etlr. Reap. ㌔. 2:745-747,
2) Li W ang, Koji Yokoy8m a, M akoto M iyaji a nd
Kazuko Nishimlユr a :T he ide ntific atio n a nd phy･
1oge netic relationship of pathoge nic 8peCi鰭 Of
Aspergillu Bba sed on mitocho ndrial cyto chr om e
b gen e. Med. Myc ol. 36- 153･164, 1998･
To study the identific atio nand phyloge ny of
pathogenic isolates AspeT
.
glllua. w e de8igrled
prirner8fr o.m kno wJI CytOChr o m ea amin o acid
占eque nCeS. Using thes eprim ers, 426 bp fr&gm8･
nt8 0f mitocho ndri&1(mt,) cytochr ome a gene
w er8 am plified by polym era8 e Chain re actio n
(P C R), directly 8 equ 8TIC ed 8.nd c o mpared a m o ng
AspeTlgulu8/u migatu8, A. /bv us. A. n由er- A.
te T.reu S a nd Em er孟cella ni血uan s. Exc ept for a.
nidulan8, all8tr8in sprodllCed th白 426 bp fr &g-
m e nt by P C R. Th8 a. ni 血Ia nB Str ainsdeTr10-
n Btr ated both a n intr o n･pr e B e n C efr&gm 8nt
(ap pr o xim ately 1500 bp) a nd intro n- absen ce
fr Agm ent (426 bp). Species-specific n ucle otides
w ere folnd in ea ch Qf the fiv e species. Bas ed
o n seque n ce a n alysl畠, the str ains w ere fllrther
dividied into se ver al gro ups Within e a ch specie8,
W he n a142 a mil10 acidBeqlleTIC e W a s e 8tim &ted
from the 426 bp n ucle otid8 SBqu◎nCe u血 g the
yeast m t gen etic code, the amin o 且Cidseqll e nCeS
sho wed no differ enc e a m o ng strains of the
individ11al昏peCie8. D N A-based phylogen etic a nd
a min o a cid-b88ed tre° w er C O n 9tn lCted. ln co n-
clusio n, the D N Aseqll en C e B Of the cytochro m e
b ge ne may be of u se in identificatio n of pa-
thogenic AspeT,gillus spe ci88 a nd the ami11 0a Cid･
based tree stlitable fordi昌ClユSSi71g their phylo-
ge n etic relation ships.
3)E, Brll m m er, a . K8m ei, M . M iyaji: Dam age to
y8a St Cells of Cry ptoc o c c u s n e ofoT･m a nS by vori-
c o nazole and flu conazole : A cultur e a nd micro-
s c opic study. Med. M yc ol. 36:2271233, 1998.
4) Reiko T an aka, Kazuko Nishim llra, M akoto M i-
yaji:Ploidy of 白erOty pe AD strain s of Cry pto I
c oc c us n e of T･Tn a n S. Jpn . a. Med. Myc ol. in
pre 畠B･
Tw enty-fotlr S erOty pe A D8trainB Of CTy PtOI
c o c c u sn co/oT. m a n e Wer ete8ted forploidy a nd
m ating type, These in cluded 13n attlr al i丘01a,te s
(1 fr om apatie nt,1 fr o m pe achjuice,ll fro m
pigeo ndrop pings), 2 single clonesfro m o ne of
these n atural is olates,7 F lpr oge nyfr o m & 日elf･
fertile str airl a nd 2 Flpr oge ny of a cr oB且bet･
w e e n 8 Strain fr om apatie nt(B erOty pe A. a ･
m atirLg type:M A Yα)and a tester str ain(ser o･
ty pe D, a - m ating type :M A YA). Six strain8(2
of n atur alis olates.1of 8ingl¢ clo ne a nd 3of
F Iprogeny) w ereM ATa ,1of F lpr ogeny w a s
M A Ta, 4(1 of n atur ali8 01ate,lot sing加 clo n8
a nd 2of FI progeny) w erea a - m ating ty pe
(M ATaa) a nd13(10of n8tur?1.i8 01且teB a nd
3 of Flpr oge ny) w ere tlny pable. M o st BtminB,
r egardless of rn ating type, were diploid.
5) Fr a nci8C O冗ide o Aoki, T8m 8eln ai, Reiko T8.-
n aka, YtlZu n lM ika mi, Hid8 aki Tagu chi, Nancy
Fu 姐 e Ni8him ur a, Ea mko NiBhinllra. Makoto
M iyaji, AngelicaZ& nin Qlla Schreiber. Maria Lu･
iz & M oretti Br an chini: Ne w P C Rprin BrpalrS
spe cific forCTy PtOC OCCu8 n e OfoT
-
m a Ti8 & e r Oty pe
A o ra prepared o n the ba Bi8 0f r ando m arn-
plified polyrn orphic D N A fingerprint patte m
a n aly8 eS. I. Clin . M icr obiol., in pr e s s.
6) 斉藤好信, 三上正恵 中村清 一 , 橋本紀子, 安部康
夫, 馬場美智子. 滝沢 潤, 川上雅彦, 亀井克彦 :
糖尿病とア ル コ ニ ル牲肝硬変を基鵡天恵とした肺シ ュ ー
ドア レ シ ェ リ ア症 の 1例, 日本呼吸器学会雑誌 36:
498-502. 1998.
7) 亀井克彦, 海野広道, 伊藤純子, 西村和子, 宮治
誠 : 梅床検体よりSchizophylluTn e O m m ZLn eが分離
された症例の検討. 真蘭誌 , 印刷中
著書, 総醗, その他
1) 亀井克彦: 肺ア ス ペ ル ギ ル ス 症 . 呼吸器疾患最新の
治療 1998-2000(工藤期二 中田鉱 一 郎, 貫和敏博
編), p. 185-188, 南江見 1998,
2) 亀井克彦: まれな真菌症- ム - コ ル 症, ス エ ヒ ロ タ
ケ感染症, ト リ コ ス ボ ロ ン 症, フ サ リ ウ ム 症, マ ル
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ペ ニ シ リ ウ ム症. 感染と抗菌薬 1 :
150-155, 19981.
3)･鳥井売彦: カ ビ と ヒ ト と の 長い 戦い . 知 の世界 へ ど
うぞ 第2免 千葉大学,
4) 佐野文子, 西村和子, 官治
デ ス 症 に おける性差の解明.
p . 235-236, 1998.
読 : パ ラ コ ク シ ジオ イ
夷薗誌, 印刷中
学 会 発 表
(国醸学会)
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Goa , India, 1998.
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･ m ole cula r identific atio n and phyloge n etic rela -
tio n8hip of Aspe rglllu s section NigT
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Zh11h ai, Ch ina, July 17119. 1998.
3)L. Sigle r, E. Roilides, E . Biba8hi, E ･ Naitoh,
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m 且, S. M atsubar a, Y . Nakaha r a, N. Fla ris and
H. Katsifa :ChTyS OSPOT
.izLTTL ZOnatu m C a using
dissemin8.ted infection and pulm onary colo niz a-
tion. T he 98th Gene r al Meeting of A S M, A bst-
r a ct白 Of the 98th Gen er al Meeting, p . 268, 1998,
4) a. E且 m ei, E. Br u mm er, a Nishirr11ra a nd M･
M iyaji:Activity of voric o nazole against Cry p-
to c o cc u s n e ofoT･Tn a n8 V a.r . gattiivs va r･ n eofo T
'
-
m a n s:Effe ct Of hu m an se ru m. T he 98t.h Gen eral
M e eting of ASM , Abstracts Of the 98th Ge ner al
Meeting, p. 270, 1998･
5) K. Yokoya m 8, L. W ang, S. K ･ Bisw a s, H･ Unn o,
K. Ka m ei, M . Miyaji, a nd K. Nishim u r a :T he
r o ot8 0f agcom yceto usy組 8tS . T he 6th lnter na-
tio nal Co ngr ess of the Myc ological So ciety of
Japa n, 1998.
6)Li Wa ng, Eoji Yokoyam a, M akoto M iyaji and
Kazuko N ishim ura :T he identific atio n arid phy1
1ogen 8tic
■relation ship ofgenu sABPeT
･
gillu sha白ed
o n mitochond rial cytochr o m¢ a gen e. Progr ess
in M yc ologic al Scien c esin Japa n and T he Uni-
七色d Kingdo m. - 6th lnter n ation&1 Symposiu m of
the Mycological Society of Japan, Eeyaki Hall,
･ C hiba Univ e rsity, Japan, Nov ember26
-27, 1998･
7) Eoji Yokoya m a, Li Wa ng, Sw are]
'
it K･ Bi8 W aS,
Hiromichi Unl10, KatB uhiko K 8m ei, M akoto
M iyaji and Ea z tlko Nishim ur a :The r o ots of
as com yceto u白 yea
J
st臥 Progre 出 in MycologlCal
Scie ne e sin Japa n and The United Kingdorn. I 6th
hte m atio n al Sym posill n Of the Mycological
Society of Japa n, Eeyaki Hall, Chiba University,
Japa n, No v e mber 26-27, 1998.
8) Ra ndolph S. Cllr rah,･Sa r r ah Ea mblento n, Lynne
Sigler, Ea z utaka Ftlkushim a, Kayoko Takiz a w a
and Yllkio M aebaya8hi:T he prl n C IPalubiqulnO-
nesin som e Ony ge nale a nfungi a nd their value
in system atic s. The 34th An n u al Meeting Cana-
dian Bota nic al Ass ociation , Pr ogra m and A bst-
r a ct8
, p . 82, Saskato o nin Ca nada, 1998.
( 国内学会)
特別講演
1) 亀井克彦: 真菌感染症の現状とその背景. 衛生微生
物技術協議会 第19回研究会, 千葉市. 同講演抄録
#, p. 13, 1998.
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一 般韓涜
1) 宮崎泰成, 坂下博之, 田中健彦, 亀井蒐鹿 西村和
子, 吉滞噂之 : ス エ ヒ ロ 夕 ケ (SchLzophyllu m
c om m un e) に よ る m u coidimpaction の 1@J. 節
128回日本呼吸器学会関東地方金, F一本呼吸鼎痛撃
会雑誌 36三729, 1998.
2) 中村 昇, 篠崎俊秀, 酒井俊彦, 保谷好絵, 亀井克
彦 : ス エ ヒ ロ タ ケ に よ る allergic br o nchopulm o･
na ry mycosis の 1胤 第129rE･lEヨ本呼吸器学会関束
地方会, 日本呼吸器病学会雑洩 86;735, 1998,
3) 村山尚子, 桐谷良 一 . 新来杉男, 鈴木鬼揮, 凹中栄
作, 長井苑子, 亀井克彦, 西村和If･ :長期間経過を
観察しえた気瞥支肺SchLz opわ,lluTn C OTn m u n e⇒鼠
第95回目本内科学会戟輯会, E]内金鈷 87:174,
199B.
4) 横山耕治, 王 濫. 宮治 紙, ■西村和子 ; ミ ト コ ン
ド リ ア の チ トク ロ ー ム b過伝子に よる AspergilEu s
s e ctiorl N igriの同定と系統関係. EI木南学会第42
回大金 弟碑要旨集, p, 50, 1998.
5) 王 亀 横山耕治, 宵治 奴, 西村和子 : ミト コ ン
ドリ 7 の チ トク ロ ー ム b漣伝子に よる A8PeT･gillu s
sectio nFla uiの同定と系統関係. 日本歯学会第42
回大金, 読流要旨, p. 50, 1998.
6) 横山耕治, 王 免 官治 観 西村和子: チ トク ロ ー
ム b適伝子に よる病原性ア ス ペ ル ギ ル ス 屑菌とその
関連菌の系統分頬. 日本微生物資源学会第5EDj 大
会, 講演要旨集 , p. 13. 1998
7) 鎗田響子, 宇野 潤, FranciBC OH. Aoki, 悶中玲
子, 田口英昭, 宮治 誠, 赤尾三太郎 : ブ ラジ ル の
エ イ ズ患者より分離したCTつ･PtOCOCCu S n e Oform an s
の薬剤感受性. 第42回日本医真菌学会総会. 義歯誌
39(増刊1号):55, 1998.
8) 大桶美佐子, 山口正視, 吉田砕 - , 田中玲子, 西村
和子, 竹尾漠治 : 病原性黒色酵母 Ex ophiala der-
Tn a出Ldis の核相と細胞周期に つ い て . 第42回 日本
医真歯学全線会, 真蘭誌 39(増刊l号) :66. 1998.
9) 王 監. 槙Ll耕治, 宮治 誠, 西村和子 : ミ ト コ ン
ド リ ア の チ ト ク ロ - ム b過伝子に よる病原性黒色責
菌の分類と系統関風 第4 2回日本医真南学会総会,
真菌誌 39(増刊1号): 66, 19∈胤
10) 横山耕治, 王 麗, 宮治 観 西村和子 : ミ ト コ
ン ド リ ア の チ ト ク ロ ー ム b過伝子 に よ る病原性
PeTuCilliu m周囲の同定及び近縁菌との系統関係.
第42回日本医寅歯学会総会, 泉■酸基39(増=PJl号):
69, 1998.
ll) 1･
'
. A. 蟻LJJ排観 官治 乱 西村和子 : ミ ト コ ン
ド リ ア の チ ト ク ロ ー ム b過伝子 に よる Aspe rglllu8
属の 分塀, 同建と系統関取 帝42回El本医真菌学
会総会, 轟翻踏 39(増刊1骨):69, 19g8.
12) Sw a rajit K. Bis w as. 横】J+耕軌 ■西村和子, 寓治
城:Ca nd地 alblc ans の 佐膏及び二形性に 及ぼす
Na-, K
←
の彫艶 帯42回E=]本医奥歯学会給金, 真
顔鯨 39(増刊1号)ニ81, 1998.
13) 滝滞春代子, 仁戸H鄭臥 所林行艶 西村和子, 宵
治 晩 婚飽和政:鶴亀奥園P hialophoT a周囲の ユ
ビ キ/ ン シ ス テ ム
, 18SrD N AおよびP. u eT･r ucOSa
の R APD解析 E]木蘭学会, 葬42固大会静聴要旨
% p. 49. 1998.
14) Je o ng Ace Kirn, Kayoko Takiz a w a. Eazltak&
Fukushim 8, Kazuko Nishim ur &, M &koto M iyaji:
Ge neticho m oge neity of TT.iehophytonton s ura ns
isolated fr o m Se veralr喝10 n 畠in Ra mdo m Am ･
plifi8d Polym orphic D N A. 第19回関東医実菌類
給金, プ ロ グ ラ ム ･ 漁潰抄軌 p.18, 198.
15) 滝静香代子, 金 正免 前林行艶 西村和子, 啓治
醜, 福島和食: キ ャ ピ ラ リ ー 電気泳動法の P C R増
幅産物 へ の 応用 一 皮庸糸状菌の R A P D産物を例に - .
第42回日本医真菌学会総会 真南畠 39(増刊1号):
68, 19g7.
16) 飯笹俊彦, 藤滞武彦, 千代雅子, 安川雅行, 柴 光
年, 亀崎哲也 凍島健三, 大和田英美. 菅野治亀
亀井克彦, 西村和子:貯留した粘液に Schi20Phyllu Tn
c oTn mu ne 杏証明した蜂寓肺の 1切除例 . 第 3回千
葉真南症研究会 第3回千葉轟菌症研究会記録集,
in pres.
# #
1) 西村和子 : 新興肺責菌症原因菌の蘭学. 岩手臨沫感
染症研究会, 盛岡市
2) 亀井克彦:病原真菌をめ ぐる最近の話題. 第4回深
在性真菌症研究会, 姫碍市
3) 亀井克彦: 真菌症の現状とそ の対策. 千兼県社会保
険委且研究会, 千葉市
4) 亀井克彦: 真顔症の 現状と そ の 対策. 千糞県国民採
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険要旦研究会, 千葉市 .
国際交流活動
海外出張
1) 亀井克彦: 文部省在外研究員 (平成9年度創造開発
研究経費) 平成10年1月10日 - 3月10E], カ E) フ ォ
ル チ ア医学研究所 ･ サ ン タク ラ ラ バ レ ー 医療セ ン タ ー
感染症科
2) 亀井克彦
学会鶴),
3) 故山耕治
学会議),
4) 王 蔑:
･(ス タ ン フ ォ ー ド大学)
:学会出席 ･ 発表, 中国 (第4回Ej中共菌
平成10年7月16 日- 20E】
: 学会出席 ･ 発表, 中国 (策4回日中臭菌
平成10年7月16日 - 21日
学会出席 ･ 発表,■ 中国 (欝4回E]中共菌学
筆戦), 平成10年7月16 日
- 21 日
5) 西村和子 : 国際協力事業団の ブ ラ ジ ル国力 ン ビ
ー ナ
ス 大学臨沫研究プ ロ ジ ェ ク ト, 平成10年7月27日 -
8月21E], サ ン パ ウ ロ 州立 カ ン ビ - ナ ス 大学
国内共同研究
1) 八日市場総合市民病院 内科医長 海野広道 :Schi･
zophylluTn C Om m Zn W に よ る真正担子菌症の 研究
2) 国立千葉病院 内科医師 江渡秀絶 : Cu n ningha m e-
1la bertholletia eに よる肺ム ー コ ル 症の 基礎的研究
3) 千葉市環境保健研究所所長 長谷川修司, 同 主任
薬剤師 木原銀子 :環境中の 真南フ ロ ー ラ の 検討
4) 奈良女子大学理学部 教授 鈴木孝fニ 同終師
岩□伸 一 : カ ン ジ ダの 病床性及び二形性に関する分
子生物学的研究
研究報告者 .
1) 滝滞香代手 :病廉性異色真菌の 岡見 診断の た め の
分子遺伝学的研免 (研究課題番号 09922031) 平成
9年度文部省科学研究費補助金 (奨励研究(B))
210千円. 研究実練報告者, 9年度
2) 滝帝香代子 : 異宿主原発性水虫菌の分子疫学的研究･
(研究課題番号 1092037) 平成10年度文部省科学研
究費補助金 (奨励研究(ち))210千円, 10年渡
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